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「天人女房」譚である。彼は結局一本の論文にそれをまとめはしなかったものの、例えば、 『海南小記』 （大正一四年）以来、 『桃太郎 誕生』 （昭和八年） 、 『昔話と文学』（昭和一三年）等、あるいは晩年の『年中行事覚書』 （昭和三〇年）に至るまで、生涯にわたり天人女房あ いは白鳥処女に関してかなり徹底し 考察を試みた。本稿では、柳田の「天人女房」＝「白鳥処女」論を随時参照しながら、


































姻」に分類した柳田國男は香川県の話（ 〈七夕結合型〉 ）を少し詳しく紹介 後、東北（青森 岩手 秋田、福島 、中部（新潟、長野、岐阜、愛知） 、山陰・山陽（鳥取、島根、広島、山口） 、四国（徳島、香川） 、九州（熊本、長







が舞い降りて来て、羽衣を木の枝にかけ水浴びをした。炭焼きは出来心で羽衣を盗んで家に帰った。姫は煙が出ていた炭焼きの家に行き のことを訊ね が、おやじは知らないと言った。姫は困って炭焼きの嫁になった。三年後、男の子が生まれ、て ぱちという名をつけた。成長したてっぱち 羽衣を見つけ、母親にそれを見せた。帰って来 炭焼きに母親は、明日子供を連れて天に上がると告げ、あなたも天 来 かったら、門先にほうの木を植えて毎日酒を注げば七斗で木 天に届くから、それを登ってくるように言 た。天人 っぱちを抱え羽衣をかけて空に消えた。六斗酒を注いだ時 炭焼きはほうの木 登る 、天に届かず、てっぱち 名 呼ぶと、息子が天から布を下げて父親 引き上げた。天人








































見つけ泊まった。翌朝、窓から外を見ると、裏の池で美しい娘が七人泳いでいた。女主人に訊くと、あれは七羽の鳩で毎朝来ると言う。娘を一人もらえないか伯爵が問うと、女主人は水浴び中に肌着 奪えばいい、と教えた。その翌朝、鳩たちが飛ん 来て、娘の姿 変身し水浴びを始めた。伯爵 一番美し 娘の肌着を取って藪に隠れた。水から上がった鳩の中六羽は飛び去ったが、一番美しい娘は肌着を探 て泣いた。そこに伯爵が現れ、彼女を馬に乗せ城に連れ帰り 二人は結婚 数年後、伯爵が戦争に出征したとき、妻 伯爵の老母に長持が開かず悲しいと訴え 伯爵はその中に例の肌着を隠
していたのだ。妻は老母に哀願して鍵をもらい、長持を開け肌着を手に入れ山を越え消えた。　
城に戻った伯爵は母から話を聴き、森の宿屋へ行っ
た。女主人は言っ 、鳩（娘）たちはブロックスベルク（ブロッケン山）の母親（悪い魔女）の許で山羊となっている。飛び乗って山を駆け上が ばいい、と。伯爵は頂上で山羊から降り、家から出て来た魔女に妻 会いたいと告げた。そして居間にいた妻を連れ帰ろうとすると、魔女は伯爵に樅の森を切り倒し薪にせよと命じ 。妻の魔法でこの難題を片付けると、魔女は 牧草地を刈るように、次は、池に礼拝堂を建て岸から岸 橋をかけよと命じた。すべてをやり終えた夜、妻は母（魔女）伯爵の命を狙っている とを明かし、二人は逃走 た。朝、魔女は長女に百マイル靴で後を追わせるが 妻は夫（伯爵）を薔薇の藪に自分を薔薇の花に変身させて逃れた。次に魔女は次女に二百マイル靴で追跡させるがは夫を礼拝堂に自分を神父 変身させてかわした。最後に魔女が三百マイル靴で追うが、二人は境界（国境）を越えていた。魔女は胡桃の実を娘に投げた。娘（妻）がそれを割ると中に黄金が詰まっていた。それは魔女 ら














































































公」 （＝伯爵）／「天女」 （＝娘＝鳩）／「妻 天界に帰還
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ご］の郷、伊香の小江に天の八女［やをとめ］が白鳥となって天から降り、江の南で水浴びをした。伊香刀美［いかとみ］という人が山から白鳥を見て奇異に感じ、神人［かみ］ではないかと思って行ってみると、神 であった。愛情がおこり、伊香刀美は白い犬をやって 一番若い娘の天の衣を盗ませ隠した。姉の七人は天上に飛び去ったが、衣を奪われた末娘は地上 人とな た。伊
































隠匿、結婚、子供の誕生、衣の発見、妻と子供の天界行、羽衣譚の基本的な要素はすべてここに出揃っている。タイプ的には〈離別型〉である。同じ〈離別型〉の沖縄の話を柳田國男は『海南小記』 （ 「南の島の清水」 ）の中で紹介する。内容はこうである。
那覇近郊の農夫、銘苅子［めかるし］が田から帰る時、
泉で手足を洗おうとすると 女の長い毛髪が一本浮いていた。折々泉近くで様子を窺っていると、ある時、神女が衣服を木の枝に掛けて髪を洗っていた。銘苅子は衣を隠し、神女を家に連れ帰り妻とした。一女二男が生まれ、女児が成長して弟の子守りをし いた時、彼 は母の「飛衣［とびぎぬ］ 」が倉の稲束の下に置いてあると歌った。母はこ


























































C　「ヴェルンドの歌」 （ 『エッダ』 ）
　
スヴィジオーズ［スウェーデン］にニーズズという王
がいた。 人の息子と一人の娘があった。またフィン王にスラグヴィズ、エギル、ヴェルンド［ドイツ名ヴィーラント］という名の三人の息子がいた。彼らが狩りをしていると、池の辺で三 女が亜麻を織っていた。傍らには白鳥の羽衣が置 てあった。彼女たちはヴァルキューレであった。その中の二人はフレズ ー ［フランク王クロードヴィヒ］ 娘スヴァン ヴィートとア


















































ば、ユーラシア大陸の東端（中国 に成立した物語集『捜神記』と、同大陸の遥かな西 からさら 海を渡ったアイスランドに伝承され 歌謡集『エッダ』に、類似 羽衣伝説が残存しているのは驚嘆に値する。
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以上、中国の『捜神記』 、わが国の『風土記』 、そして北
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行った。あざらしの肉を食べながら、何日も川を遡った。ある午後、陸に上がると、かくれんぼをしている裸の娘 ちがいた。忍び寄って様子を見たとき、若者は一人の美しい娘に心惹かれた。茂みに隠れて、彼は娘を捉まえた。翌朝、若者は娘をカヤックに乗せ家を目指した。母は心配して息子を待っていたが、カヤックの娘を見て、嫁が来たことを喜んだ 息子の妻は 好まず、草を摘んで食べ 日々が過ぎ、若者が猟 出かけると、妻は家で手袋や長靴等 整え しば くし 、妻は息子と娘を生んだ 、草しか食べなかった。ある日老母が嫁に「あなたは鴨なの？」と問うと、妻は怒って子供を連れて出て行っ　
晩、家に帰った夫は老母から妻と子供たちが家を出た
ことを聞いた。若者は母親に腹を立て、妻を捜しに出発した。そして妻の足跡を見つけ後を追った。足跡には鴨のような水掻きがついていた。ある晩 一軒の家を見つけ近づくと、一人の男が た。若者が妻は何処かと訊ねると、知らないと答えた。若者 斧を贈ると言うと 奥さんは昨夜ここに たが今朝出発した 男が教え 若者は別の家に着き、家の男にあざらし皮のズボンを約束
すると、奥さんは子供を二人連れて今朝出掛けたと言った。三軒目の家で、若者は毛皮のマントを贈って、家の男から奥さんは湖の方へ行ったと知らされた。湖を渡ることが出来ず、彼が眠っていると、赤狐が来た。狐が頭巾を取ると人間だった。狐は 立ち止まらずに向こうの山を登ればそこから奥さんが住んでいる大きな家が見える、息子も娘も成長していると教え、若者を背中に乗せ走った。山の麓で若者は狐に別れを告げ頂上を目指した。到着すると眼下に例の大きな家が見え、家から二人の男が出て来た。若者は茂みに隠れ 柳の枝で男たち打ち殺し穴に埋め家へ向かった。少年が出て来て、お父さんが来たと母 告げたが、母は信じなかった。お父さんは遠く、お父さんのお母さんが嫌な人だ 私 ちはここに来たと母は言った。夫が家に入る 、別の男がいた。 の女は私の妻だ 告げると、男は姿を消し 妻は言った、ここ 遠く、エスキモーが来られるわけがい、ここは私の国、鴨の国だと。夫が立ち止まらずに懸命に山を登った とを話す 、妻はようやく信用した。　
舅（妻の父）は言った、ここにはトナカイ、あざら
し、鯨、鴨、柳、風があるが 余所の人間 攻めて来る















話である。若者（夫）は妻の足跡を追い、三軒 家で贈り物と引き換えに男たちから消息を聞き、湖畔の赤狐に妻の居場所を知らされ、山の麓 運んでもらう。艱難辛苦の挙句、彼は山を登り頂上から妻がいる家 発見し 妻子と
再会する。以上は一種の〈天上訪問型〉物語である。世界は、人間界と異界＝動物界（鴨の国）に分かれている。
第三部は異界での若者の生活を描く。エスキモー鴨の大
群を撃退する場面は、島根県の「天人女房」やドイツの「七羽の鳩」にも見られる難題解決の部分に相当する。日本の〈七夕結合型〉では、ようやく再会した夫と妻は大水の川で隔てられて年に一度しか会えなくなるが、エスキモー民話「人間の妻になった鴨」では、夫と妻は、再会後、妻の実家（異界＝動物界）に息子 娘を残し、赤子を連れて夫の故郷（ ） 帰還する。人間の国と動物国の間に境界（距離）がありながら 子供を媒介に、二つの国の居住者は別個に幸せに暮らしてゆくことになる。独特な天人女房あるいは白鳥 鴨）処女譚であ 。
三








いる間にその広場を目指した。浜辺へ行き小舟に乗り沖に出て、翌日の暮れ方まで舟を漕いだ。島影が見え上陸した。私は巨大なヤチダモの木の繁 葉の下に舟を隠し様子を窺った。すると空の彼方から 現れ、降下し戯れ始めた。彼らは岬 行き、古い物語 英雄や神々の物語を演じた。そし 夜明け前、休息した。すると、神々の中の幼い少女が神の衣を脱いで 岩間 隠し私はその羽衣を引き寄せ身にまとった。神々が天界へ上り始めたとき、少女は羽衣 見つからず戸惑った。私は少女を抱きかかえ 隠した舟に乗せ村を目指し漕いだそして真夜中に家に戻った。　
夜明けに、育ての親の雄のおじろ鷲が妻に話すのが聞
こえた。我らが育てたルルパの 年は成長し妻を娶っ
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／捜神記／エッダ）そして自然民族（エスキモー／アイヌ）の天人女房（白鳥処女）の物語を読んだが、それらに共通した要素を我々は認めることができる。先ず、主人公すなわち天女その人である。「天人女房」 （島根県）の中で、炭焼きと結婚した「お姫さん」は、夫が自在鉤の中に隠してあった「羽衣」 息子のてっぱちが発見すると、自分は「天の人間」であることを息子に明かし、夫に「これでお暇をもらって、明日は天へ上がろうかと思う」と告げる。またドイツ昔話「七羽鳩」では、伯爵と結婚した「美 い娘」は、夫が長持に隠してあった「肌着」を見つける 、山を越え消えて まう。古代の伝承『近江国風土記』逸文（八世紀）の中で、
「天の八女」は伊香刀美（夫）が隠した羽衣を探しだすと、それを着て天に昇ってしまう。最古の羽衣物語であ 中国の『捜神記』 （四世紀）でも、男の女房となった「娘」は、稲束 下に隠されていた毛の衣を見つける 、それを身につけて飛び去り、後に三人の娘を迎えに来て一緒に飛び去って行く。北欧歌謡『エッダ』 「ヴェルンドの歌 （五世紀頃）では、ヴァルキューレである「王女」たちが七年間




鴨」 （エスキモー） 民話では、若者の妻となった「娘」は、姑に「あなたは鴨なの？」と訊かれ、子供たちを連れ出て行く。唯一の例外 、 「ルルパの少年」 （アイヌ）における「神々の中の少女」で、彼女は隠された「羽衣」を探すこともなく 少年 妻となり一族 祖となる。
要するに、 「天人女房」 （白鳥処女）タイプの物語では、





















エスキモーのものが明確 鳥の種類を「鴨」と語っているが、アイヌの物語では「神の羽衣」の種類は示されていない。しかし、ルルパ 少年を育ててくれたのは 鷲鳥の王」おじろ鷲である。
以上、白鳥、鳩、鴨、鷲といった種類が、羽衣伝説を担
う鳥のようであるが、各鳥に纏わる伝承と特色を素描すると、先ず、白鳥は「高貴な純潔の化身」 し 、古代ギリシアではアポロンの聖鳥であり、神から予言能力を授けられたとされる。ちなみに、アポロンは北方に住むヒュペルボレオイ人が特に崇拝した神である。またゲルマン人の許では、処女は予言能力のある白鳥処女に変身でき と信じ













は大形で、翼を開くと二メートルを超し、ユーラシア中・北部やグリーンランドに分布し、日本には冬鳥として飛来して 海道東部 繁殖する天然記念物となっている。 「ルルパの少年」はこの尾白鷲に育てられ、アイヌの立派な先祖となる。
鳩と鴨が羽衣伝説に登場するのは少し意外だが、前者、
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ntstehung der altdeutschen 

















房の伝説は、以上のように、口承文芸学の分野ばかりではなく、文化人類学や宗教学、また民族学や民俗学的にも魅力的 テーマを提供してくれる。 天人女房譚は、狭義の昔話研究に限っても 柳田が指摘したように、 『竹取物語』 、絵姿女 、瓜子姫等と深 関連 ていて興味は尽きない。
シャーマニズムもさることながら、一般に、大空を飛翔
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ünchen, 1912, B







































21）　『昔話・伝説必携』 （ 「別冊國文学」№四一）野村純一編、学燈社、一九九 年、三五頁、 「天人女房」 （加藤千代）
（






































































































ner Verlag, Stuttgart, 1914, S.456






































































































49）　『年中行事覚書』 （昭和三〇年） 『柳田國男全集』 ちくま文庫版）一六、一三六頁




















































































 jun., Stuttgart, 2116, S.61. D





















ntstehung der altdeutschen 
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11）　『辞書解説原稿』 〈羽衣〉 （ 『定本柳田國男集』第二十六巻、昭和五二［四五］年所収）三四一頁
＊本稿は本学「グローカル研究」プロジェクトの研究成果の一
つとして発表するものである。
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